
運営業務

適合

適合

適合
施設・イベント・教室情報についてリーフレット・チラ
シ、掲示板、Webサイトによる情報発信

常時２名程度のスタッフを配置し、利用者への迅速な
対応が可能な体制とする。

備品及び用具の管理、貸出、設置支援、レンタル用
品の準備

・月次・年次報告等の提出
・個人情報の管理
・拾得物・遺失物の保管、管理
・苦情対応

平成２７年度　川越市なぐわし公園温水利用型健康運動施設「なぐわし公園ＰｉＫＯＡ」
モニタリング結果

施設名 川越市なぐわし公園温水利用型健康運動施設「なぐわし公園ＰｉＫＯＡ」

所在地 川越市大字鯨井１２１６

特別目的会社 なぐわし公園ＰＦＩ株式会社

項目 結果業務内容 要求水準・提案項目

事業期間 平成２４年８月１日～平成３９年３月３１日

担当課 都市計画部公園整備課

適合

適合

適合

適合

運営方法

施設管理業務

・安全管理として、救護訓練等を受けた監視員・救護
員を適切に配置する。
・監視員による健康づくり相談

・監視カメラによる車両盗難、車上荒らし等の防止措
置、時間外無断駐車への警告
・混雑時の適切な車両誘導

・安全確保や利用相談・健康づくり相談のため専門
指導員の配置

・衛生管理として、水質検査を実施し関係法令に規定
した水質保持
・安全管理として、スタッフによる巡回や点検

・休憩室の整頓休憩室管理業務

総合管理業務

年間３００日以上

営業時間
月～金曜日（水曜日を除く）９：００～２３：００
土・日曜日、祝日　　　 　　　９：００～２１：００

・施設の条例及び施行規則、利用規則に基づいた公
平な対応
・公共施設予約システムによる中立的な抽選

・フロントや券売機による現金徴収以外に利用者需
要に沿った徴収方法も行う
・カード決済や振り込み等の際は個人情報保護に努
める

総合案内・広報業務

利用受付・許可・調整業務

トレーニングルーム管理業務

温浴施設管理業務

利用料金徴収業務

営業日数

利用形態・方法・料金 川越市都市公園条例のとおり

フロント対応業務

備品管理業務

庶務

温水プール管理業務

駐車場管理業務

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合



・適切な操作により効率の良い運転、監視

利用者の利便性や運動効果の向上が図れるようス
ポーツ関連商品の販売

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

その他の運営業務
急病等への対応

災害時の対応

運営協議会（定例会）の参加

・救護室に診察台等を設置しＡＥＤや担架や救急薬
品等を常備
・急病人発生時等の対応マニュアルを整備し、迅速な
対応

「川越市地域防災計画」に基づき川越市災害対策本
部の指示に従い災害発生時に、施設維持の他に防
災ボランティア活動の支援、避難所機能の確保

無料シャトルバスの定時運行（１本／１時間程度）

物品販売、飲食提供業務

飲食提供

自主事業

・無料スタジオプログラム１８本／週以上
・無料温水プールプログラム６本／週以上　等の実
施。

・子供向け水泳教室
・大人向け各種教室
・その他各種イベント　　等の実施。

要求事業

日常点検
■建物の基礎、外部、内部
■シャッター、自動ドア、昇降機

項目 業務内容 要求水準・提案項目

決められた期間までに維持管理計画書（年度）を提
出し市の承諾を得たうえで、点検・保守・修繕等を行
う

適合

全般
業務体制を構築し、業務計画
書・報告書により維持管理を行
う 決められた期限までに業務月報及び年度総括表を

提出し、決められた期限まで保管する

建築物保守管理業務 定期点検
■建築物全般
■シャッター
■自動ドア
■昇降機（遠隔監視含む）
■特殊建築物定期調査報告

建築物全般について、点検、保
守、補修、交換等を行う

・日常点検
■屋外施設全般

物品販売

市との運営協議業務

備品等保守管理業務

施設に設置した備品等につい
て点検、保守、補修、交換等を
実施
（防災備蓄庫の防災備品は除
く）

・日常点検
・定期点検
・備品台帳の整備
・消耗品の在庫管理

施設における各種教室等の実
施業務

・健康維持・増進に寄与する商品の提供
・利用者アンケート等によるニーズ収集により、サー
ビスやメニュー改善を随時実施

・トレーニング機器の使用方法等を案内する初回オリエンテーション
・インストラクターとのカウンセリングにより利用者に応じた運動処方を提案

建築設備保守管理業務
施設に設置した各設備につい
て、運転、監視、点検、保守、
補修及び交換等を実施

・日常点検
■衛生設備
■空調設備
■電気設備

・定期点検
■衛生設備
■空調設備
■電気設備
■各種法定点検

健康増進アドバイス業務

送迎バス運営業務

維持管理業務

屋外施設保守管理業務
屋外施設について、運転、監
視、点検、保守、補修、交換等
を実施

・定期点検
■浄化槽
■汚水調整槽
■グリストラップ
■地下オイルタンク
■駐車場満空表示機

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合



特別清掃（６ヵ月または年単位）

警備業務

本施設の秩序及び規律の維
持、犯罪の防止、火災等の災
害の防止、財産の保全、利用
者の安全確保

定期点検
・消防設備点検
・防火対象物定期点検

日常警備
・営業時間内の不審者、不審物の巡回点検
・営業時間外の機械警備による異常事態の対処

定期点検
■各浴槽の循環ろ過器設備
■浴槽水質検査（５検体）
■浴槽配管内洗浄

定期点検
■循環ろ過器設備
■プールオーバーフロー還水槽清掃
■プール水質検査（３検体）
■プール配管内洗浄

日常点検
・各浴槽の循環ろ過器設備、寝湯装置の点検

日常点検
・各プールの循環ろ過器設備

・警備計画の策定
・関係法令及び関係官公庁の指示遵守

修繕・更新業務 所定の要求性能の維持 事業年度ごとの修繕計画に基づく修繕

害虫駆除業務 関係法令等に基づき、ゴキブリ、ダニ等の駆除

植栽維持管理業務
敷地内の植栽の保護、育成、
剪定等

・除草
・剪定、刈り込み等
・施肥、潅水、病害虫の防除
・その他、補強養生等

清掃業務

日常清掃（日または週単位）

定期清掃（月単位）

屋外清掃業務
駐車場、駐輪場等
の清掃

日常清掃（日または週単位）

特別清掃（６ヵ月または年単位）

屋内清掃業務
建物内外、家具、

備品等の清掃

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合

温浴施設衛生管理業務

環境衛生管理業務

プール施設環境衛生管理業務

一般施設環境衛生管理業務

定期点検
■受水槽清掃
■雑用水槽点検清掃
■貯湯槽点検清掃
■飲料水水質検査（上水・温水）
■雨水再利用水水質検査
■空気環境測定・初年度ホルムアルデヒド点検
■ボイラーばい煙測定
■衛生消耗品管理

日常点検
・受水槽、雑用水槽、貯湯槽、飲料水水質の点検



施設利用状況に関するモニタリング事項

開館日数

温水プー
ル
トレーニ
ング室

スタジオ

温浴施設

合計

ＰＦＩ事業を営む特別目的会社の自己評価

総合評価

　管理運営については、協定書、要求水準書、業務計画書に基づき概ね良好な運営が行われている。
施設利用者数については、昨年８月にレジオネラ属菌の検出により温浴施設が休止となる事態があったが、検出前の衛生管理方法の見
直し等、適切な対応を行った。その後、１年近くが経過したが菌の検出はなく、特段の問題も起きていないことから、適正な維持管理がなさ
れていると評価することができる。
新聞広告、無料情報誌への掲載、インターネット広告を活用するなど、施設の周知に努めていることも施設利用者数の増加に影響してい
るものと思われる。
職員に対する教育（講習、研修等）が適宜行われており、全ての職員に緊急対応研修、ＣＰＲ＆ＡＥＤ研修を受講させるなど、危機管理に対
して高い意識が認められる。
施設内での負傷者、急病人に適切に対処し、帰宅後のフォローアップも行っている。また、平成２７年度は施設利用中に体調を崩される方
を未然に防ぐことを意識した庁内保健医療部との共同イベントの実施や、スタッフによるレッスン時のお声かけ、運動前の水分補給を促す
掲示物等の意識啓発に関する取り組みを実施していた。
今後も意見、苦情等を検証し、市民のニーズに応じた事業を展開して、より多くの市民に利用してもらえる施設になるように努めてもらいた
い。

項目 確認事項 結果

サービス向上等への取組状況
施設ＰＲやサービス向上の取組
は実施されているか。

・施設内の掲示物や施設ホームページによる健康情報の発信。（随時）
・施設案内パンフレットの作成。（随時）
・地元周辺地域の新聞折り込みチラシによる宣伝を実施。（年４回）

施設利用状況
前年度と比較した利用者数に
ついてはどうなっているのか。

平成２６年度 平成２７年度 比較

308日 308日 0

利用者数※定期利用者数除く

113,926人 112,685人

231,405人 235,800人

61,464人

43,086人 45,064人

14,286人

苦情・トラブルへの対応
利用者の苦情等への対応は適
切であったか。

適切かつ迅速に対応している。

　平成27年度は、昨年度と同様に様々なプログラムの提供等による品質向上を図る事で利用者増につなげる事ができました。
また、年度計画書に沿った事業のすべてを維持管理・運営業務共に実施し、加えて川越市保健医療部との共同イベントを3月に開催し利
用者の健康意識強化を図る事ができました。
　平成28年度は安全に対する意識をさらに強く持ち事故を未然に防ぐ努力をするとともに、事故発生時に適切な判断と動きができるように
訓練強化し、より安全で安心できる施設運営を目指してまいります。

16,587人

60,107人

多目的ホールの出入口に靴
ベラを設置してほしい。

多目的ホール出入口に靴ベラを設置し
た。

団体利用者による大勢の駐
車により、施設に来たものの
駐車場が利用できない。

駐車場の混雑が予想される日を事前に
ホームページや館内に告知し、利用者の
分散を促した。

体成分分析装置「インボディ」
の測定時に私服での利用を
可能にしてほしい。

従来までは運動に適した格好をした方の
みが利用可能となっていたものを利便性
等を考慮し私服での利用も可能とした。

意見箱等
意見箱等に寄せられた主な意

見

内容 対応及び改善方法

トレーニング室においてフ
リーウェイトゾーンの人がスト
レッチゾーンに際限なく入っ
てくるので危険である。

フリーウェイトゾーンとストレッチゾーンの
境目を設け、トラブル防止に配慮した。

4,395人

▲1,241人

2,301人

1,978人

1,357人


